
傍
聴
を
希
望
さ
れ
る
方
は
市
庁
舎
3
階
の 

議
会
事
務
局
へ
お
い
で
く
だ
さ
い
。

議
会
事
務
局
へ
お
い
で
く
だ
さ
い
。 

議
会
事
務
局
へ
お
い
で
く
だ
さ
い
。 

本
会
議
・
委
員
会
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
放
映
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

（h
ttp
://w
w
w
.g
ikai-m

ach
id
a.jp
/

） 

（h
ttp
://w
w
w
.g
ikai-m

ach
id
a.jp
/

） 

（5） 平成２７年（２０１５年）１０月３０日No.198 町田市議会だより

請
願
項
目
１
に
つ
い
て

　

現
在
協
議
申
出
者
と
事
業
者
と

の
間
で
協
議
が
行
わ
れ
て
い
る
た

め
、
協
議
経
過
・
結
果
報
告
書
の

提
出
を
受
け
た
後
、
報
告
書
の
内

容
に
よ
り
指
導
内
容
を
判
断
い
た

し
ま
す
。

請
願
項
目
２
に
つ
い
て

　

工
事
中
、
工
事
後
の
安
全
確
保

に
つ
き
ま
し
て
は
、
都
市
計
画
法

や
宅
地
造
成
等
規
制
法
に
基
づ
い

て
、
町
田
市
の
審
査
基
準
に
よ
り

開
発
許
可
申
請
時
に
お
い
て
宅
地

の
安
全
性
に
つ
い
て
設
計
審
査
を

し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
工
事
施

工
に
関
し
て
も
必
要
な
検
査
を
行

い
、
現
場
の
確
認
を
行
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

　

住
民
に
対
し
て
分
か
り
す
い
説

明
を
行
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
本

来
、
事
業
主
が
住
民
に
対
し
説
明

を
行
う
責
務
が
あ
る
た
め
、
事
業

主
に
対
し
指
導
を
し
て
い
る
と
こ

　

東
京
の
農
業
は
、
新
鮮
か
つ
安

全
安
心
な
農
畜
産
物
を
生
産
し
、

農
地
は
、
都
市
に
お
け
る
防
災
、

良
好
な
住
環
境
の
保
全
、
身
近
に

土
や
農
に
触
れ
る
機
会
を
提
供
し
、

農
業
者
は
、
地
域
活
動
の
中
心
的

な
存
在
と
な
っ
て
い
る
な
ど
、
日

常
の
市
民
生
活
に
と
っ
て
必
要
不

可
欠
な
存
在
と
役
割
を
持
っ
て
い

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
近
年
は
そ

の
農
地
が
減
少
し
続
け
て
い
る
。

　

都
市
農
業
振
興
基
本
法
の
施
行

に
よ
り
、
都
市
農
地
の
保
全
と
都

市
農
業
の
継
続
性
に
大
き
な
希
望

を
抱
い
て
い
る
。

　

よ
っ
て
、
町
田
市
議
会
は
、
国

及
び
政
府
に
対
し
、
都
市
農
業
振

興
基
本
法
の
趣
旨
に
則
り
、
早
急

に
具
体
的
措
置
や
基
本
的
施
策
を

講
じ
る
よ
う
強
く
要
請
す
る
。

　

２
０
１
５
年
度
の
学
校
施
設
環

境
改
善
交
付
金
が
減
額
と
な
り
、

多
く
の
自
治
体
は
、
予
定
し
て
い

た
事
業
に
影
響
が
生
じ
て
い
る
。

　

町
田
市
で
も
、
２
０
１
５
年
度

に
実
施
予
定
で
あ
っ
た
学
校
環
境

整
備
事
業
が
国
庫
補
助
対
象
と
し

て
採
択
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
よ

り
、
１
億
５
千
万
円
を
超
え
る
歳

入
の
減
額
分
を
、
市
債
や
一
般
財

源
で
対
応
し
た
。

　

よ
っ
て
、
町
田
市
議
会
は
、
未

来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
安
全
・

安
心
・
快
適
に
学
校
生
活
を
送
れ

る
よ
う
、
文
部
科
学
省
や
財
務
省

な
ど
に
対
し
、
要
望
さ
れ
て
い
る

学
校
環
境
整
備
事
業
が
国
庫
補
助

対
象
と
し
て
採
択
さ
れ
る
よ
う
強

く
求
め
る
。

内
閣
総
理
大
臣
ほ
か
５
件
あ
て

内
閣
総
理
大
臣
ほ
か
６
件
あ
て

　

真
の
分
権
型
社
会
を
実
現
す
る

た
め
、
国
と
地
方
の
役
割
分
担
を

明
確
に
し
、
地
方
が
そ
の
責
任
と

権
限
に
応
じ
た
役
割
を
果
た
せ
る

よ
う
、
地
方
税
財
源
の
拡
充
を
図

る
必
要
が
あ
る
。

　

し
か
し
、
国
は
、
平
成　

年
度

２６

税
制
改
正
に
お
い
て
、
法
人
住
民

税
の
国
税
化
の
更
な
る
拡
大
や
他

の
偏
在
是
正
措
置
の
導
入
の
可
能

性
を
示
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
地

方
税
拡
充
に
つ
な
が
ら
ず
、
地
方

の
自
立
そ
の
も
の
を
妨
げ
、
地
方

分
権
の
流
れ
に
逆
行
す
る
も
の
で

あ
る
。

　

よ
っ
て
、
町
田
市
議
会
は
、
不

合
理
な
偏
在
是
正
措
置
を
新
た
に

導
入
す
る
こ
と
な
く
、
地
方
税
財

源
拡
充
の
た
め
の
本
質
的
な
問
題

に
取
り
組
む
よ
う
強
く
要
請
す
る
。

内
閣
総
理
大
臣
ほ
か
４
件
あ
て

 議 員 提 出 議 案 

意見書３件を可決し、議長名で関係行政庁へ提出しました。
要旨は次のとおりです。

��������������

「

商

都

町

田

」

を 

守

る

た

め

に

　

戸
塚
正
人（
ま
ち
だ
市
民
ク
ラ
ブ
）

　

�　

企
業
・
商
店
の
廃
業
が
増

え
て
き
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
は
地

元
に
根
づ
い
て
い
け
る
た
め
の
環

境
整
備
を
検
討
す
る
べ
き
と
考
え

る
が
、
市
の
見
解
は
。

　

経
済
観
光
部
長　

若
い
人
た
ち

が
結
構
新
し
い
お
店
を
出
し
て
、

例
え
ば
古
着
屋
さ
ん
や
飲
食
店
も

お
し
ゃ
れ
な
お
店
が
ふ
え
て
き
て

い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
方
々
が
長

く
い
つ
く
よ
う
な
支
援
の
制
度
は
、

イ
ベ
ン
ト
の
関
係
だ
け
で
は
な
く

問

必
要
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
研
究
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

�　

空
家
対
策
に
関
す
る
条
例

制
定
に
向
け
て
の
進
捗
と
利
活
用

に
関
す
る
計
画
方
針
策
定
に
向
け

て
の
進
捗
は
。

　

都
市
づ
く
り
部
長　

条
例
案
の

作
成
、
（
仮
称
）
町
田
市
空
家
０

計
画
の
策
定
に
向
け
て
は
、
町
田

市
空
家
等
対
策
計
画
策
定
懇
談
会

で
ご
意
見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
検

討
を
進
め
て
い
ま
す
。

問

　

渡
場
悟
視
（
日
本
共
産
党
）

　

�　

鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
へ
の

被
害
に
対
し
、
農
業
者
を
ど
の
よ

う
に
支
援
し
て
い
く
の
か
。

　

農
業
委
員
会
会
長　

市
だ
け
で

の
対
応
は
難
し
い
の
で
、
上
部
組

織
の
東
京
都
農
業
会
議
を
通
じ
て
、

迅
速
か
つ
的
確
な
対
応
が
と
れ
る

よ
う
、
広
域
的
な
対
策
の
強
化
を

東
京
都
に
要
望
を
し
て
い
き
ま
す
。

　

�　

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
工

事
が
始
ま
れ
ば
、
市
民
の
憩
い
の

場
で
あ
る
尾
根
緑
道
へ
大
型
ダ
ン

問問

プ
な
ど
が
流
入
す
る
の
で
は
。

　

政
策
経
営
部
長　

大
型
車
両
の

集
中
を
少
し
で
も
軽
減
で
き
る
よ

う
、
通
行
ル
ー
ト
の
分
散
化
や
工

事
の
平
準
化
な
ど
を
検
討
す
る
よ

う
申
し
入
れ
を
し
て
い
ま
す
。

　

�　

介
護
保
険
制
度
改
定
に
よ

り
、
低
所
得
者
層
に
対
す
る
利
用

料
等
へ
の
軽
減
が
必
要
で
は
。

　

い
き
い
き
生
活
部
長　

自
己
負

担
分
の　

％
を
軽
減
で
き
る
生
計

２５

困
難
者
に
対
す
る
利
用
者
負
担
軽

減
制
度
を
既
に
設
け
て
い
ま
す
。

問

農

業

者

支

援

・ 

尾

根

緑

道

・

介

護

　

佐
藤
伸
一
郎
（
自
由
民
主
党
）

　

�　

検
討
が
中
断
さ
れ
て
い
た

小
山
上
沼
調
整
池
の
活
用
計
画
を

再
開
し
一
次
調
整
池
に
ふ
た
が
け

を
行
い
二
次
調
整
池
の
公
園
と
合

わ
せ
市
民
誰
も
が
利
用
で
き
る
ス

ポ
ー
ツ
施
設
に
整
備
す
べ
き
だ
が
。

　

文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
部
長　

課

題
と
し
て
は
地
元
の
合
意
と
協
力

を
得
る
こ
と
で
あ
り
、
市
と
し
て

は
、
多
世
代
の
人
が
多
種
目
の
ス

ポ
ー
ツ
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る

施
設
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問

　

�　

首
都
圏
南
西
部
に
位
置
し

中
核
都
市
で
あ
る
町
田
市
も
相
模

原
市
と
同
様
に
将
来
像
を
打
ち
出

す
べ
き
だ
が
、
市
長
の
考
え
は
。

　

市
長　

地
域
の
特
性
、
資
源
の

魅
力
を
最
大
限
に
高
め
、
生
活
文

化
の
薫
り
高
く
、
暮
ら
し
の
豊
か

さ
を
享
受
で
き
る
都
市
づ
く
り
、

あ
ら
ゆ
る
人
が
魅
力
を
感
じ
、
町

田
に
住
み
続
け
る
こ
と
を
選
択
す

る
た
め
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

問

小

山

上

沼

調

整

池

・

首

都

圏

南

西

部

可
決
し
た
主
な 

　
議
案
の
内
容 

可
決
し
た
主
な 

　
議
案
の
内
容 

　

議
員　

今
回
提
出
さ
れ
た
請
求

の
中
に
、
南
町
田
の
名
称
を
鶴
間

の
地
名
が
残
る
よ
う
に
検
討
し
て

��
��
��
��

��

��
��
��
��

第　

号　

町
区
域
の
新
設
及

７９
び
変
更
に
つ
い
て

　

平
成　

年
第
２
回
定
例
会
に
お

２７

い
て
採
択
さ
れ
た
請
願
に
つ
い
て

市
長
か
ら
処
理
経
過
及
び
結
果
に

つ
い
て
、
次
の
と
お
り
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。

　

現
在
の
と
こ
ろ
、
民
間
事
業
者

か
ら
の
提
案
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ろ
で
す
。
な
お
、
住
民
か
ら
の
お

問
い
合
わ
せ
に
対
し
て
は
、
必
要

な
説
明
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

防
災
行
政
無
線
設
備
の
子
局
設

備
の
更
新
及
び
無
線
電
波
の
デ
ジ

タ
ル
化
を
図
り
、
併
せ
て
市
全
域

に
お
け
る
適
正
配
置
を
図
る
た
め
、

工
事
請
負
契
約
を
締
結
す
る
も
の

で
す
。

第　

号　

２
０
１
５
年
度
町

７４
田
市
防
災
行
政
無
線
子
局
設

備
再
構
築
工
事
請
負
契
約

欲
し
い
と
あ
る
が
、
実
現
性
は
。

　

都
市
整
備
担
当
部
長　

第　

号
７９

議
案
と
し
て
上
程
し
て
い
ま
す
変

更
の
請
求
に
係
る
議
案
に
つ
い
て

は
、
住
居
表
示
に
関
す
る
法
律
第

５
条
の
２
第
６
項
に
、
議
会
は
公

聴
会
を
開
き
、
区
域
内
に
住
所
を

有
す
る
者
か
ら
意
見
を
聞
い
た
後

で
な
け
れ
ば
議
決
を
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
と
規
定
さ
れ
て
お
り
、

ま
た
、
第
５
条
の
２
第
７
項
に
、

こ
の
議
案
に
つ
い
て
修
正
し
て
こ

れ
を
議
決
す
る
こ
と
を
妨
げ
な
い

と
規
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

議
会
に
お
い
て
議
論
い
た
だ
く
も

の
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

議
員　

取
得
用
地
の
場
所
及
び

取
得
目
的
は
。

　

都
市
整
備
担
当
部
長　

場
所
は
、

第　

号　

用
地
購
入
費

５９

町
田
市
能
ケ
谷
一
丁
目
１
１
４
番

１
で
す
。
取
得
目
的
は
、
鶴
川
駅

南
口
の
土
地
区
画
整
理
事
業
用
地

と
し
て　

年
度
に
土
地
開
発
基
金

１４

に
よ
り
取
得
し
た
用
地
の
買
い
戻

し
に
伴
う
用
地
購
入
費
と
物
件
補

償
料
で
す
。

　

議
員　

今
後
も
タ
イ
ミ
ン
グ
や

申
し
出
等
が
あ
れ
ば
、
こ
う
い
っ

た
形
で
購
入
を
進
め
て
い
く
、
発

露
を
持
っ
た
予
算
な
の
か
。

　

都
市
整
備
担
当
部
長　

用
地
取

得
は
事
業
を
行
う
こ
と
が
前
提
と

な
っ
て
い
ま
す
。
鶴
川
駅
南
口
の

ま
ち
づ
く
り
は
、　

年
度
よ
り
地

１２

権
者
の
皆
様
と
と
も
に
検
討
を
進

め
て
き
ま
し
た
。
ま
ち
づ
く
り
の

早
期
実
現
に
向
け
て
引
き
続
き
検

討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

地
権
者
の
意
向
に
も
よ
り
ま
す
が
、

必
要
に
応
じ
て
引
き
続
き
用
地
の

取
得
は
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�

　

各
特
別
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、

付
議
事
件
に
関
す
る
審
査
や
行
政

報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�

　

８
月　

日
に
開
催
さ
れ
、
付
議

２７

事
件
に
関
す
る
次
の
行
政
報
告
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

１.

２
０
１
５
年
度
町
田
市
路

線
バ
ス
新
規
路
線
導
入
実
証
実
験

運
行
事
業
に
つ
い
て

��

�
�
�
�
�
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�
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�
�
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８
月　

日
、
８
月　

日
、　

月

２０

２７

１０

５
日
、　

月　

日
に
開
催
さ
れ
、

１０

２６

付
議
事
件
―
政
務
活
動
費
に
関
す

る
事
項
の
調
査
・
検
討
―
に
つ
い

て
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

都
市
農
地
の
保
全
と
農
業
振

興
の
推
進
に
関
す
る
意
見
書

学
校
環
境
整
備
事
業
が
国
庫

補
助
対
象
と
し
て
採
択
さ
れ

る
こ
と
を
求
め
る
意
見
書

地
方
税
財
源
の
拡
充
に
関
す

る
意
見
書

請請
願願
のの

処処
理理
経経
過過
及及
びび

結結
果果
報報
告告

条
例
・
そ
の
他

条
例
・
そ
の
他 

条
例
・
そ
の
他 

予
　
　
算

予
　
　
算 

予
　
　
算 

町
田
市
本
町
田
７－

３
宅
地

造
成
工
事
計
画
に
関
す
る 

「
住
み
よ
い
街
づ
く
り
」
の

観
点
か
ら
の
請
願

野
津
田
公
園
に
「
温
泉
を
利

用
し
た
健
康
増
進
ス
ポ
ー
ツ

施
設
」
（
ク
ア
ハ
ウ
ス
）
の

提
案
が
あ
っ
た
場
合
に
、
前

向
き
な
検
討
を
求
め
る
請
願

　

町
田
市
の
未
来
づ
く
り
を
応
援

す
る
た
め
に
寄
附
さ
れ
た
寄
附
金

を
適
正
に
管
理
し
、
市
政
運
営
に

活
用
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て「
ま

ち
だ
未
来
づ
く
り
基
金
」
を
設
置

す
る
た
め
、
制
定
す
る
も
の
で
す
。

　

行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個

人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利

用
等
に
関
す
る
法
律
（
番
号
法
）

の
施
行
に
伴
い
、
関
係
す
る
規
定

を
整
備
す
る
た
め
、
所
要
の
改
正

を
す
る
も
の
で
す
。

第　

号　

町
田
市
個
人
情
報

６４
保
護
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例　

　

次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
法

の
延
長
に
よ
る
「
新
・
町
田
市
子

ど
も
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
の
策
定

に
伴
い
、
関
係
す
る
規
定
を
整
備

す
る
た
め
、
所
要
の
改
正
を
す
る

も
の
で
す
。

第　

号　

町
田
市
子
ど
も
・

７０
子
育
て
会
議
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　

住
民
基
本
台
帳
法
の
改
正
に
伴

い
、
同
法
を
引
用
し
て
い
る
条
番

号
を
改
め
る
た
め
、
所
要
の
改
正

を
す
る
も
の
で
す
。

第　

号　

町
田
市
ま
ち
だ
未

６７
来
づ
く
り
基
金
条
例　

第　

号　

町
田
市
住
民
基
本

６８
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ

ム
に
係
る
個
人
情
報
の
保
護

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例　


